
オリジナルの小
こばなし

噺で
会場を沸かす！
古田小学校
　　『わんぱく寄席』



　

種
子
島
産
婦
人
科
医
院
は
、
平

成
20
年
１
月
１
日
に
西
之
表
市
立

の
診
療
所
と
し
て
開
設
し
、
平
成

21
年
４
月
１
日
か
ら
種
子
島
１
市

２
町
の
一
部
事
務
組
合
で
運
営
し

て
い
ま
す
。
住
吉
稔
院
長
は
、
開

設
当
初
か
ら
鹿
児
島
大
学
な
ど
と

連
携
し
、
種
子
島
で
安
心
し
て
出

産
で
き
る
環
境
を
支
え
て
来
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
島
内
唯
一
の
産
婦
人

科
医
と
い
う
こ
と
で
、
住
吉
院
長

へ
か
か
る
負
担
が
大
き
い
こ
と
や

後
継
者
問
題
な
ど
の
解
決
に
向
け

て
医
療
体
制
の
充
実
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
が
、
８
年
目
と
な
る
今

年
の
７
月
１
日
か
ら
新
た
に
前
田

宗
久
先
生
を
迎
え
、
産
科
医
２
名

体
制
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

前
田
先
生
は
、
幼
少
期
を
本
市

で
過
す
な
ど
種
子
島
と
ゆ
か
り
が

深
い
方
で
、
現
在
は
、
熊
本
赤
十

字
病
院
で
産
婦
人
科
医
と
し
て
勤

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
種
子
島
で
勤

務
す
る
に
あ
た
り
、「
種
子
島
の
人

た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
貢
献
し
た
い
。
島
の
人
口
が

増
え
、
活
気
が
出
れ
ば
と
思
い
ま

す
。」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
医
師
不
足
に
あ
っ
て
、

離
島
の
医
療
機
関
で
の
産
科
医
の

確
保
は
難
し
く
、
今
回
の
２
名
体

制
の
実
現
は
画
期
的
と
も
言
え
ま

す
。

　

ま
た
、
種
子
島
産
婦
人
科
医
院

は
、
下
西
地
区
へ
の
新
築
移
転
の

予
定
（
上
図
：
完
成
予
定
）
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
種
子
島
の

周
産
期
医
療
体
制
の
充
実
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

　
　
　
　

変
更
に
つ
い
て

　

左
記
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
次
の
方
で
す
。
相
談
等
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
声
を
お
か
け

く
だ
さ
い
。

担当地区 新委員氏名 電話番号 （前任者）

中割校区
全域

福　広美

23‐8119 奈尾　正友

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

内
線
３
２
１

周
産
期
医
療
の
充
実
に
向
け
て

前ま
え
だ田
宗む
ね
ひ
さ久
先
生
を
迎
え
、

　
　

産
科
医
２
名
体
制
が
実
現
！

▲前田宗久先生

▲下西地区へ移転予定の種子島産婦人科医院の完成予定図

7月から



　

今
年
も
台
風
の
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
防
災
対
策
は
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。
人
命
は
も
と
よ
り
、

家
屋
や
農
作
物
な
ど
に
も
大
き
な

被
害
を
及
ぼ
す
台
風
に
は
、
十
分

な
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
が
来
る
前
に

◎
避
難
場
所
・
危
険
箇
所
の
確
認

　

お
住
ま
い
の
場
所
が
、
土
砂
災

害
の
危
険
箇
所
で
な
い
か
確
認

し
、
最
寄
り
の
避
難
場
所
や
土
砂

崩
れ
な
ど
の
危
険
が
な
い
避
難
経

路
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い
、

決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
市
内

の
緊
急
避
難
場
所
は
、
下
表
の
と

《 市内緊急避難場所 》
避難施設名 所在

市民体育館 鴨女町
老人福祉センター 松畠
保健センターすこやか 榕城中目
上西区長事務所 大花里
下西校区公民館 川迎
国上中央公民館 国上中目
伊関本村公民館 伊関
安納小学校 大平
現和区長事務所 現和上之町
安城下之町公民館 安城下之町
立山公民館 立山
古田中央公民館 村之町
生姜山公民館 生姜山
住吉中央公民館 住吉中之町
※上記避難施設は、災害状況等によって変
更となることもあります。災害時には防災
行政無線等で再度ご確認ください。

台風シーズン到来です！
　　防災対策は万全ですか？

お
り
で
す
。）

◎
持
ち
出
し
品
の
準
備

懐
中
電
灯
・
ラ
ジ
オ
・
食
料
な
ど

の
非
常
持
ち
出
し
品
と
一
緒
に
、
非

常
時
の
連
絡
手
段
に
な
る
携
帯
電
話

の
充
電
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

手
動
式
充
電
器
を
内
蔵
し
た
ラ

ジ
オ
付
懐
中
電
灯
な
ど
が
あ
る

と
、
さ
ら
に
便
利
で
す
。

◎
側
溝
や
雨
ど
い
な
ど
の
点
検

　

側
溝
や
雨
ど
い
な
ど
に
詰
ま
り

が
あ
る
と
、
少
し
の
雨
で
も
あ
ふ

れ
ま
す
。
泥
や
落
ち
葉
が
詰
ま
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
掃
除
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
台
風
が
接
近
し
て
か
ら

の
屋
外
作
業
は
危
険
で
す
。
補
強

な
ど
は
、
早
め
に
済
ま
せ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

台
風
が
接
近
し
た
ら

◎
窓
ガ
ラ
ス
に
注
意

　

窓
ガ
ラ
ス
は
、
ガ
ム
テ
ー
プ
や

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
補
強
し
、
雨

戸
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
あ
れ
ば
閉
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
カ
ー
テ
ン
も

破
片
の
飛
散
防
止
に
効
果
的
で
す
。

◎
外
出
は
避
け
ま
し
ょ
う

　

外
は
強
風
や
大
雨
で
大
変
危
険

で
す
。
外
出
は
な
る
べ
く
避
け
ま

し
ょ
う
。
周
囲
の
見
回
り
な
ど
が

必
要
で
、
や
む
を
得
ず
外
出
す
る

場
合
に
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
厚
手

の
帽
子
で
し
っ
か
り
頭
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

◎
避
難
す
る
際
は
要
援
護
者
を
支
え
て

　

避
難
指
示
が
出
た
時
は
、
火
の

始
末
と
戸
締
り
を
し
、
誘
導
者
の

指
示
に
従
っ
て
、
集
団
で
落
ち
着

い
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
病
人
・
乳
幼
児
・
高
齢
者

な
ど
が
い
る
場
合
は
、
自
主
的
に

早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
避
難
の
際
は
、
ひ
も
で
し

め
ら
れ
る
運
動
靴
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
な
る
べ
く
着
用
し
、
断
線
や
側
溝

な
ど
に
注
意
し
て
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

◎
防
災
行
政
無
線
で
い
ち
早
い
情
報
を

　

防
災
行
政
無
線
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
い
ち
早
く
情
報
を
届
け
る

手
段
と
し
て
、
次
の
2
つ
の
役
割

を
持
っ
て
い
ま
す
。

★
行
政
放
送
は
、
市
政
に
関
す
る

お
知
ら
せ
を
行
い
ま
す
。
基
本
的

に
女
性
の
声
で
放
送
し
ま
す
。

★
防
災
放
送
は
、
警
報
発
令
な
ど

の
気
象
情
報
や
災
害
警
戒
情
報
の

お
知
ら
せ
を
行
い
ま
す
。
基
本
的

に
男
性
の
声
で
放
送
し
ま
す
。

※
防
災
放
送
で
は
、
避
難
勧
告
な

ど
の
防
災
上
重
要
な
放
送
の
場

合
、『
緊
急
放
送
』
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。「
緊
急
放
送
」
は
、

各
世
帯
に
あ
る
戸
別
受
信
機
の
音

量
設
定
に
関
係
な
く
、
最
大
音
量

で
放
送
さ
れ
ま
す
。

防
災
無
線
戸
別
受
信
機
の
状
態
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
！

◎
電
源
ラ
ン
プ
の
点
灯
・
点
滅
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

①
緑
の
点
灯
の
場
合
は
、
正
常
な

状
態
で
す
。（
電
気
で
正
常
に
動

い
て
い
ま
す
。）

②
緑
の
点
滅
と
放
送
後
の
ア
ラ
ー
ム

音
（
プ
ッ
プ
ッ
プ
ッ
音
）
の
場
合
は
、

乾
電
池
切
れ
の
お
知
ら
せ
で
す
。
新

し
い
乾
電
池
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
池
交
換
方
法

乾
電
池
（
単
２
）
を
４
本
準
備
し
、

電
池
カ
バ
ー
「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
」
を
押
し

な
が
ら
左
側
に
引
い
て
く
だ
さ
い
。

乾
電
池
を
交
換
し
た
ら
、
必
ず
本
体

前
面
右
の
電
源
ス
イ
ッ
チ
切
／
入
の

操
作
を
行
い
、
完
了
で
す
。
乾
電
池

で
の
動
作
時
間
は
、
新
品
で
お
よ
そ

24
時
間
で
す
。

③
赤
の
点
灯
の
場
合
は
、
乾
電
池

で
動
い
て
い
ま
す

※
電
源
コ
ー
ド
が
抜
け
て
い
な
い

か
な
ど
、
電
気
が
供
給
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

④
聞
き
な
れ
な
い
音
声
（
他
地
区
放

送
な
ど
）や
信
号
音（
ギ
ャ
ギ
ャ
ギ
ャ

音
）
が
聞
こ
え
る
場
合
は
、
本
体
前

面
右
の
電
源
ス
イ
ッ
チ
切
／
入
の
操

作
を
行
う
こ
と
で
復
旧
し
ま
す
。

　

そ
の
他
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し

た
ら
、
総
務
課
防
災
消
防
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先
　市役所総務課防災消防係
　℡ 22‐1111
　内線 205・206



１　試験区分、採用予定人員、職務内容、受験資格
試験区分 採用予定人員 職務内容 受　験　資　格

一般行政職
上級（大卒）

4名程度
一般事務に
従事します。

　昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた者で高校以上を卒業又
は平成 28 年 3月 31 日までに卒業見込みの者

中級（短卒）
初級（高卒）

土木技術職
上級（大卒）

2名程度
土木技術の業務に
従事します。

　昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた者で高校以上の学校の
土木課程又は各種専門学校の土木課程を卒業又は平成 28 年 3
月 31 日までに卒業見込みの者

中級（短卒）
初級（高卒

建築技術職
上級（大卒）

1名程度
建築技術の業務に
従事します。

　昭和 55 年 4 月 2 日以降に生まれた者で一級建築士の資格
を有する者又は平成 28 年 3 月 31 日までに同資格を取得見込
みの者

中級（短卒）
初級（高卒）

農業技術職
上級（大卒）

2名程度
農業技術の業務に
従事します。

昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた者で高校以上の学校の農
業専門課程を卒業又は平成 28 年 3 月 31 日までに卒業見込み
の者

中級（短卒）
初級（高卒）

保　健　師
上級（大卒）

2名程度
保健師の業務に従
事します。

昭和 55 年 4 月 2 日以降に生まれた者で保健師助産師看護師
法第 7条第 1項に規定する保健師の免許を有する者又は平成
28 年 3月 31 日までに同免許を習得見込みの者中級（短卒）

２　

試
験
日
及
び
内
容

【
一
般
行
政
職
、
土
木
技
術
職
、
建

築
技
術
職
、農
業
技
術
職
、保
健
師
】

（1）
第
１
次
試
験

　

9
月
20
日
（
日
）
教
養
試
験
・

各
種
適
性
検
査
・
専
門
試
験

※
専
門
試
験
は
土
木
技
術
職
・
建

築
技
術
職
・
農
業
技
術
職
・
保
健

師
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（2）
第
２
次
試
験

　

10
月
下
旬
予
定
（
作
文
試
験
・

人
物
試
験
・
個
別
状
況
確
認
）

３　

試
験
の
程
度

【
共
通
試
験
】

　

教
養
試
験

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

卒
業
の
程
度
、
短
期
大
学
卒
業
の

程
度
及
び
高
等
学
校
卒
業
の
程
度

と
す
る
。

【
専
門
試
験
】

・ 
土
木
技
術
職

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学
・
高
専
卒
業
の
程
度
及
び
高
等

学
校
卒
業
の
程
度
と
す
る
。

・ 

建
築
技
術
職

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学
・
高
専
卒
業
の
程
度
及
び
高
等

学
校
卒
業
の
程
度
と
す
る
。

・
農
業
技
術
職

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

卒
業
の
程
度
、
短
期
大
学
卒
業
の

程
度
及
び
高
等
学
校
卒
業
の
程
度

と
す
る
。

・ 

保
健
師

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学
・
短
期
大
学
卒
業
の
程
度
と
す
る
。

４　

受
験
手
続

（1）
受
験
申
込
書
請
求
先

　

受
験
申
込
書
は
、
西
之
表
市
役

所
総
務
課
人
事
係
で
配
布
し
ま
す
。

　

西
之
表
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　

郵
便
で
請
求
す
る
と
き
は
、
封

筒
の
表
に
「
受
験
申
込
書
請
求
」

と
朱
書
し
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た

宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
長
形

３
号
12
㎝
×
２
３
．
５
㎝
）
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

（2）
申
込
方
法

　

郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
（
受
験

票
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
本

人
が
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。）

（3）
申
込
受
付
期
間

　

７
月
６
日
（
月
）
〜
８
月
５
日

（
水
）
※
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝

日
は
除
く
。

　
【
受
付
時
間
】

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

た
だ
し
、
郵
送
申
し
込
み
の
場

合
は
、
８
月
５
日
ま
で
の
消
印
の

あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

（4）
提
出
書
類

　

受
験
申
込
書
兼
受
験
票
（
自
筆

で
記
入
し
写
真
を
必
ず
２
か
所
に

貼
付
。）

（5）
そ
の
他

　

記
載
内
容
等
に
不
備
が
あ
る
場

合
は
、
受
け
付
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
注
意
事
項
を
よ
く

読
ん
で
、
丁
寧
に
遺
漏
の
な
い
よ

う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
然
災
害
等
に
よ
り
試
験
の
延

期
・
中
止
等
が
必
要
と
判
断
さ
れ

た
場
合
及
び
そ
の
よ
う
な
事
態
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
西
之
表

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
情
報
を

掲
載
し
ま
す
。

■申込・問い合わせ先
　〒 891‐3193
　鹿児島県西之表市西之表 7612 番地
　西之表市役所総務課人事係
　℡ 0997‐22‐1111 内線 204
　【HP】 http://www.city.nishinoomote.lg.jp/ 

私たちと一緒に挑戦しませんか？
西之表市職員募集！



「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

制
度
」
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
父

又
は
母
と
児
童
及
び
父
母
の
い
な

い
児
童
の
健
康
の
増
進
と
福
祉
の

向
上
を
図
る
た
め
、
医
療
費
の
自

己
負
担
額
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
年
に
１
度
、
更

新(

現
況
届
の
提
出
）
を
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

期
間
内
に
手
続
き
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
！

【
提
出
期
間
】

７
月
1
日（
水
）〜
７
月
31
日（
金
）

※
８
月
以
降
の
医
療
費
の
助
成
を

受
け
る
た
め
に
大
切
な
手
続
き
で

す
。
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、

助
成
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　

詳
し
い
手
続
き
等
に
つ
い
て

は
、
６
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
書

類
を
ご
確
認
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
福
祉
事
務
所

　
　
　
　

子
育
て
支
援
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　
　
　
　

内
線
３
２
２
・
３
２
８

７
月
は
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
の
更
新
月

で
す

○

《
学
生
用
保
険
証
の
更
新
》

　

学
生
用
保
険
証
（ 

学 

表
示
）
の

更
新
は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
者
の
世
帯
主
へ
3
月
中
に
通

知
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
加
入
者
が
減
っ
た
場
合
》

　

職
場
の
健
康
保
険
（
社
会
保

険
）
に
加
入
し
た
人
や
転
出
し
た

人
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
と
、
保
険
税
が
二

重
払
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
国
保

の
資
格
喪
失
の
届
け
出
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

【
届
け
出
に
必
要
な
も
の
】

●　

新
し
く
加
入
し
た
職
場
の
保
険
証

●　

印
鑑
（
認
め
印
可
）

※
75
歳
到
達
に
よ
る
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
へ
移
行
し
た
場
合
の
手

続
き
は
不
要
で
す
。

《
加
入
者
が
増
え
た
場
合
》

　

社
会
保
険
を
や
め
た
人
や
転
入

し
た
人
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
て

い
な
い
と
、
保
険
診
療
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
国
保
の
資
格
取
得
の

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
届
け
出
に
必
要
な
も
の
】

●　

社
会
保
険
を
や
め
た
証
明
書

●　

印
鑑
（
認
め
印
可
）

　

現
在
、「
国
民
健
康
保
険
」
及

び
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
」
加

入
者
の
皆
様
の
お
手
元
に
あ
る
被

保
険
者
証
（
保
険
証
）
は
、
有
効

期
限
が
平
成
27
年
7
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
新
し
い

保
険
証
を
７
月
下
旬
ま
で
に
郵
送

し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま
し
た

ら
、
記
載
内
容
（
氏
名
・
生
年
月

日
・
住
所
な
ど
）
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

７
月
31
日
で
有
効
期
限
が
終

了
す
る
保
険
証
の
回
収
を
行
い

ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
、
市
役
所
健

康
保
険
課
窓
口
お
よ
び
市
内
の

医
療
機
関
等
に
設
置
し
て
い
る

回
収
箱
の
い
ず
れ
か
に
返
却
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
（
加
入
者
１
人

に
1
枚
ず
つ
の
カ
ー
ド
型
）
が
届

き
ま
し
た
ら
、
全
て
台
紙
か
ら
は

が
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
は
、

世
帯
内
の
加
入
者
分
を
世
帯
主
へ

ま
と
め
て
郵
送
し
ま
す
。

　

世
帯
全
員
分
が
届
い
て
い
る
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
滞
納
す
る

と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
有
効
期
限

が
短
い
保
険
証
や
資
格
証
明
書
が

交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
付
期
限
を
守
り
、
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

期
限
切
れ
の
保
険
証
の

回
収
に
つ
い
て

保
険
証
の

交
付
方
法
に
つ
い
て

保
険
税
・ 

保
険
料
の

納
入
は
お
早
め
に

■送付・問い合わせ先
　〒 891‐3193
　西之表市西之表 7612 番地
　市役所健康保険課
　国民健康保険係
　℡ 22‐1111
　内線 311・312

◆
送
付
先
を
住
所
地
以
外
に
希
望

す
る
場
合

　

加
入
者
の
氏
名
、
送
付
先
の
住

所
（
施
設
名
等
）、
電
話
番
号
な

ど
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

事
前
に
ご
連
絡
の
う
え
、
所
定

の
用
紙
に
返
信
用
封
筒
（
長
型
３

号
、
切
手
不
要
）
を
添
え
て
、
7

国
民
健
康
保
険
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ

被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
更
新
を
行
い
ま
す

■送付・問い合わせ先
　〒 891‐3193
西之表市西之表 7612 番地

　市役所健康保険課
　国民健康保険係
　℡ 22‐1111
　内線 311・312

手
続
き
が
必
要
で
す

そ
の
他
の

　

受
け
取
り
に
つ
い
て

月
10
日
（
金
）
ま
で
に
市
役
所
健

康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
郵
送
可

◆
市
役
所
窓
口
で
の
受
け
取
り
を

希
望
す
る
場
合

　

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど

を
記
入
し
た
用
紙
を
、
7
月
10
日

（
金
）
ま
で
に
市
役
所
健
康
保
険

課
国
民
健
康
保
険
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
※
郵
送
可



　

西
之
表
市
に
は
、
鹿
児
島
県
よ
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
２
０
２
箇
所

（
う
ち
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
１
８
９
箇
所
※
）
が
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
受
け
、
大
雨
や
台
風
な
ど
の
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

の
情
報
、
避
難
所
・
各
地
区
の
お
お
よ
そ
の
標
高
な
ど
を
示
し
た
地
図
を

冊
子
化
し
た
「
西
之
表
市
土
砂
災
害
防
災
マ
ッ
プ
‐
土
砂
災
害
に
備
え
よ

う
‐
」
を
作
成
し
、
各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
こ
れ
か
ら
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
家
庭
や
学
校
、

職
場
、
そ
し
て
地
域
で
の
話
し
合
い
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
小
学
校
区
毎
の
地
図
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
日
頃
の
備
え
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

土
砂
災
害
防
災
マ
ッ
プ
が
お
手
元
に
な
い
方
は
、
市
役
所
総
務
課
（
３

階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
が
け
崩
れ
や
土
石
流
な
ど
の
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
を
「
土

砂
災
害
警
戒
区
域
」、
特
に
著
し
い
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
区
域

を
「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
以
外
の
箇
所
で
も
土
砂
災
害
の
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

西之表市土砂災害
　防災マップについて

■問い合わせ先
　市役所総務課防災消防係
　℡ 22‐1111 内線 205・206

（表紙）

　

種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
振
興
会
で

は
、
ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
団
体
・
個
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
夏
の
思
い

出
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

参
加
希
望
者
は
、
市
役
所
経
済

観
光
課
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
市

役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
申

込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

７
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先
　種子島鉄砲まつり振興会事務局（西之表市経済観光課内）
　℡ 22‐1111 内線 272・273　FAX 22‐0295
　　 kankou@city.nishinoomote.lg.jp

第
46
回
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り　

８
月
23
日
（
日
）
開
催

●　

墓
前
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
８
時
20
分
〜
８
時
50
分
）

●　

太
鼓
山
行
列
、
南
蛮
パ
レ
ー
ド  （
10
時
00
分
〜
14
時
30
分
）

●　

港
ま
つ
り　
　
　
　
　
　
　
　

  （
12
時
30
分
〜
13
時
00
分
）

●　

手
踊
り
の
部　
　
　
　
　
　
　

  （
15
時
00
分
〜
17
時
00
分
）

●　

演
芸
大
会　
　
　
　
　
　
　
　

  （
18
時
00
分
〜
20
時
45
分
）

●　

花
火
大
会　
　
　
　
　
　
　
　

  （
20
時
45
分
〜
21
時
20
分
）

【
募
集
す
る
事
項
】　

※
各
イ
ベ
ン
ト
は
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

①
湾
内
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
・
・
・「
漁
船
体
験
乗
船
申
込
書
」

②
南
蛮
行
列　

・
・
・
・
・
・「
南
蛮
行
列
参
加
申
込
書
」

③
団
体
手
踊
り　

・
・
・
・
・「
団
体
手
踊
り
参
加
申
込
書
」

④
演
芸
大
会　
　

・
・
・
・
・「
演
芸
大
会
参
加
申
込
書
」

⑤
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
花
火
・
・
・「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
花
火
申
込
書
」

　

※
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
花
火
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

　
　

３
０
０
０
円
・
５
０
０
０
円
・
１
０
０
０
０
円
の
３
タ
イ
プ
よ
り
お
選

　

び
く
だ
さ
い
。

第 46 回種子島鉄砲まつり

　　　　　イベント参加者募集

イ
ベ
ン
ト
の
日
程

募
集

太
鼓
山
保
存
会
か
ら
担
ぎ
手
の
募
集
の
お
知
ら
せ

【
日
時
】
８
月
23
日
（
日
）　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

【
内
容
】
第
46
回
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
太
鼓
山
行
列
の
担
ぎ
手

【
対
象
】
満
18
歳
以
上
の
男
性
【
申
込
締
切
】
８
月
15
日

※
ハ
ッ
ピ
は
貸
出
し
ま
す
。（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。）

※
足
袋
代
２
０
０
０
円
を
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

西
町
青
壮
年
（
仁
禮
）
℡
２
２
‐
０
０
２
３



　

７
月
26
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る

タ
ネ
ガ
シ
マ
カ
ッ
プ
ヨ
ッ
ト
レ
ー

ス
で
は
、
左
記
の
サ
ブ
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
市
役
所
経
済

観
光
課
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
市

役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
申

込
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

７
月
13
日
（
月
）
ま
で
に
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
７
月
25
日
（
土
）
の
午

後
６
時
か
ら
栄
町
市
民
駐
車
場
隣

り
の
空
き
地（
旧
米
盛
事
務
所
跡
）

で
、ヨ
ッ
ト
ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。

昨
年
好
評
だ
っ
た
富
士
宮
焼
き
そ

■申込・問い合わせ先
TANEGASHIMA CUP 実行委員会（市役所経済観光課内）
℡ 22‐1111 内線 272・273　Fax 22‐0295

●レース用ヨット乗船体験【定員：20 名】
　25 日（土）　14:30 ～ 15:30
　場所：西之表港　参加対象：小学 4年生以上

●２人乗用ヨット乗船体験【定員：20 名】
　25 日（土）　 9:30 ～ 11:00
　場所：城之浜海岸公園　参加対象：小学 4年生以上

●海上応援漁船クルーズ【定員：30 名】
　26 日（日）　 8:10 ～ 10:30
　場所：漁協製氷所前 参加対象：小学 4年生以上
　※体験料：1人 1,000 円

●シーカヤック体験【定員：40 名】
　26 日（日）　13:00 ～ 16:00
　場所：浦田海水浴場　参加対象：小学生以上
　※体験料：1人 500 円

●ビーチコーミング漂流物・貝殻工作【定員：30 名】
　26 日（日）　13:00 ～ 16:00
　場所：浦田海水浴場　参加対象：対象制限なし
　※体験料：1人 300 円

●サーフィン体験【定員：60 名】
　26 日（日）　13:00 ～ 16:00
　場所：浦田海水浴場　参加対象：小学生以上

●シュノーケリング体験【定員：30 名】
　26 日（日）　13:00 ～ 16:00
　場所：浦田海水浴場　参加対象：小学 4年生以上
　※体験料：1人 500 円
　※各イベントは申込書の提出が必要です。

ば
が
今
年
も
出
店
す
る
他
、
多
数

の
屋
台
が
出
店
し
ま
す
。
ス
テ
ー

ジ
で
の
演
芸
な
ど
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

サブイベント 第 9回 TANEGASHIMA CUP
体験イベント参加者募集！！

【
日
時
】
７
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
受
付

【
場
所
】
浦
田
海
水
浴
場

【
対
象
】
市
内
の
小
学
生
（
保
護

者
及
び
兄
弟
の
参
加
可
）

【
内
容
】
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
大

会
・
親
子
カ
レ
ー
作
り
・
ス
イ
カ

割
り
・
サ
ー
フ
ィ
ン
体
験

【
申
込
方
法
】
各
小
学
校
で
配
布

さ
れ
た
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
各

小
学
校
へ
７
月
13
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
参
加
料
】
１
人
３
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

浦
田
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
カ
ッ

プ
実
行
委
員
会
（
副
島
）

　

℡
０
９
０
‐
２
６
６
３
‐
０
６
２
０

浦田 BEACH 
　　　FLAGS CUP 2015

参加者募集！！

　

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に
対
す
る

偏
見
・
差
別
の
解
消
を
目
指
す
た

め
、「
医
学
か
ら
見
た
ハ
ン
セ
ン

病
」、「
歴
史
か
ら
学
ぶ
ハ
ン
セ
ン

病
」、「
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
回
復

者
の
人
権
」
等
に
つ
い
て
親
子
で

共
に
考
え
て
い
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。
こ
の
機
会

に
親
子
で
「
ハ
ン
セ
ン
病
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
７
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

【
会
場
】
サ
ン
エ
ー
ル
か
ご
し
ま

【
定
員
】
３
０
０
名
（
先
着
順
）

【
内
容
】

　

映
画
上
映
「
こ
ん
に
ち
は
金
泰

九
さ
ん
」、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

ハンセン病に関する
親と子の
シンポジウム

■問い合わせ先
　公益法人人権教育啓発推進センター
「ハンセン病に関する親と子のシンポジウム」事務局
　℡０３‐５７７７‐１８０２
　Fax ０３‐５７７７‐１８０３



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

6
  8
66
  88

5
22
55
222222

5
22
55
22222と

て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

Before

After



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

☆ 団体戦成績
優　勝 準優勝 ３　位

団体 やるぞ！住吉
けんか四つ

榕城
フェニックス

榕城
はっきょいズ

先鋒 實　尚輝 和田　弓弦 田川　朝譜

次鋒 上妻　大翔 名越　楓人 柳　賢士朗

中堅 五月女　ゆう 小倉　隆貴

副将 伊豆元　優寿 小𠩤　寿李 道下　文哉

大将 木原　将人 德永　卓也 小倉　良貴

☆ 個人戦（男子）成績
学年 優　勝 準優勝 ３　位

１ 長野　海翔
（榕城）

浦松　南
（国上）

上村　亜柊
（榕城）

２ 石村　空大
（下西）

和田　弓弦
（榕城）

松田　宇宙
（榕城）

３ 上妻　大翔
（住吉）

名越　楓人
（榕城）

萩原　涼介
（国上）

４ 石山　昴
（下西）

池島　元基
（榕城）

坂元　大夢
（現和）

５ 伊豆元　優寿
（住吉）

羽生　功生
（榕城）

沖田　楓
（安納）

６ 小倉　良貴
（榕城）

迫田　琢磨
（榕城）

木原　将人
（住吉）

☆ 個人戦（女子）成績
学年 優　勝 準優勝 ３　位

1 吉元　芯
（下西）

柳田　千寿
（榕城）

福田　彩葉
（下西）

2 濱上　和佳
（住吉）

井上　雅子
（安納）

福山　唯夏
（下西）

3 園田　さくら
（現和）

園田　萌陽
（現和）

西川　美咲葵
（現和）

4 中島　雫
（下西）

五月女　ゆう
（住吉）

川畠　はなび
（現和）

5 小春　寿李
（榕城）

吉元　杏
（下西）

有馬　凜花
（下西）

6 宇辰　瑞樹
（国上）

濱上　夏海
（住吉）

釘本　迪奈
（現和）

5
31
55
33331

5
17
55
11117

団
体
戦
優
勝
の

『
や
る
ぞ
！
住
吉
け
ん
か
四
つ
』

▲



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い
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ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

5
27
55
22227

5
17
55
11117

5
23
55
22223

5
29

55
229

校区 氏名 校区 氏名

榕城
上方

樋口　美穂子

国上

江口　スワ子
榎本　ユリ子 河本　アツミ
遠藤　いよ子 青野　恵子
神田　あつ子 落合　ミチヨ
上籠　明美 髙石　尚美
𠮷田　郁代 河本　てる子
小倉　文子

下西

榎本　浪子
新藤　久美子 羽生　睦子

榕城
下方

榎本　和枝 植村　ヒデ子
德永　ヨシヱ 大石　由美子
楢原　幽美子 安城 新迫　ハマ子
鮫島　利　枝 現和 﨑田　みよこ
榎本　澄江 住吉 羽嶋　栄子
木原　すずえ 安納 西田　恵子
加世田　佳子 中園　由美子
村井　ムツヨ 伊関 沖田　実子
久保田　銀子 古田 澤柳　ひとみ

平成 27年度
　　西之表市食生活改善推進員名簿



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

といもがら　………　560 ｇ
（はす芋）
塩　　　　　………　6ｇ
トビウオ身　………　200 ｇ
塩　　　　　………　2ｇ
酢　　　　　………　大さじ 2
しその葉　　………　10ｇ（10枚）

①といもがらは、切って皮のまま根を水に半日位つけておくと、あくが抜ける。
②皮をむき、荒目のななめ切りにし水にさらしておく。しばらくしてから取り出し、6ｇの塩で塩もみしてしぼる。
③トビウオに塩 1ｇを振って、薄い刺身にしておく。しばらくして水気がでたらキッチンペーパーで拭き取り、酢大さじ 2
を振りかけ、軽く混ぜる。
④しその葉は千切りにする。調味料Ａにしその葉を入れ、トビウオにからめてから②と和える。
※トビウオの代わりにサバや他の魚でもおいしいです。

酢　　　　　………　小さじ 4
砂糖　　　　………　小さじ 4
味噌　　　　………　8ｇ

5
26
55
226

6
 3

66
 33

6
11
66
111



■問い合わせ先 市教育委員会社会教育課（市役所４階）　℡ 22‐1111 内線 257・258

　

５
月
27
日
に
旧
榕
城
中
学
校
武

道
館
で
平
成
27
年
度
寿
大
学
の
開

講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
入
生
８
名
の
紹

介
を
行
い
、
そ
の
後
、
学
生
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
７
つ

の
ク
ラ
ブ
の
分
科
会
も
あ
り
、
平

成
27
年
度
の
寿
大
学
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

  5  月 27 日 水 開講式、学生総会
  6  月 19 日 金 講話「昔あったちゅう～話」など
  7  月 30 日 木 講話「市政について」など
  9  月 25 日 金 講話「介護について」など
10 月 31 日 土 華道の祭典 in 種子島特別講演に参加
11 月 27 日 金 講話「種子島の文化と歴史」など
12 月 11 日 金 講話「認知症について」など
  1  月 22 日 金 学園祭
  2  月 19 日 金 昭和の歌謡ショー
  3  月  6  日 日 市民フェアに参加
  3  月 22 日 火 閉講式、学生総会

寿
大
学
・
高
齢
者
学
級

　
　
　
　
　
　

新
入
生
の
募
集

　

新
入
生
に
つ
い
て
は
随
時
募
集

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
60
歳
以
上

の
方
で
、
寿
大
学
・
高
齢
者
学
級

に
興
味
の
あ
る
方
は
、
社
会
教
育

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

６
月
６
日
に
平
成
27
年
度
ふ
る

さ
と
ま
な
び
〜
隊
開
講
式
及
び
第

１
回
目
の
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
隊
員
は
小
学
３
年
生

か
ら
一
般
ま
で
を
対
象
に
総
勢
46

名
と
な
り
ま
し
た
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
の
駐

車
場
で
開
講
式
を
行
う
と
、
バ
ス

で
西
京
ダ
ム
ま
で
移
動
し
、
カ

ヌ
ー
と
イ
カ
ダ
を
体
験
し
ま
し

た
。
最
初
は
緊
張
し
て
い
た
隊
員

た
ち
も
す
ぐ
に
上
達
し
、
カ
ヌ
ー

で
は
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な

が
ら
操
作
し
、
イ
カ
ダ
で
は
６
〜

８
名
で
協
力
し
て
力
強
く
オ
ー
ル

を
漕
い
で
い
ま
し
た
。

　

事
故
・
ケ
ガ
も
な
く
、
笑
い
声

や
歓
声
が
響
き
、
充
実
し
た
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

ま
な
び
〜
隊

西
京
ダ
ム
で
カ
ヌ
ー
体
験

寿
大
学
が
始
ま
り
ま
し
た平成 27年度　寿大学学習計画

《
第
30
回
国
民
文
化
祭

　
　
　

華
道
の
祭
典
in
種
子
島
》

　

出
展
華
道
団
体
の
ご
紹
介

　

華
道
の
祭
典
in
種
子
島
に
出
展

い
た
だ
く
華
道
団
体
を
、
今
月
か

ら
毎
号
数
回
に
分
け
て
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

鹿
児
島
県
連
合
華
道
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
17
流
派
）

蒼
仙
流
（
そ
う
せ
ん
り
ゅ
う
）

　

昭
和
58
年
創
流
。
代
表 

西
野

蒼
仙
（
初
代
家
元
）。
昭
和
62
年

に
県
連
合
華
道
会
へ
加
入
、
平
成

26
年
よ
り
会
長
を
務
め
る
。
鹿
児

島
市
内
を
中
心
に
、
生
け
花
・
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を

開
催
。
春
・
秋
の
各
流
い
け
ば
な

展
（
山
形
屋
文
化
ホ
ー
ル
）、
山

形
屋
玄
関
花
に
出
瓶
。

池
坊
（
い
け
の
ぼ
う
）

　

寛
正
３
年
（1462

）
創
流
。

家
元 

池
坊
専
永
（
第
45
世
）。
代

表
者 

有
村
恭
子
（
鹿
児
島
県
連

合
支
部
長
）。
京
都
池
坊
会
館
で

の
「
初
生
」「
学
院
祭
」「
旧
七
夕

会
池
坊
全
国
華
道
展
」、各
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
の
本
部
展
、
県
連
合
華
展

巡
回
講
座
、
そ
の
他
支
部
展
・
社

中
展
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
活

動
。
春
・
秋
の
各
流
い
け
ば
な
展

（
山
形
屋
文
化
ホ
ー
ル
）、
山
形
屋

玄
関
花
に
出
瓶
。

巌
松
古
流（
が
ん
し
ょ
う
こ
り
ゅ
う
）

　

昭
和
21
年
創
流
。
代
表
大
塚
理

奈
（
第
３
代
家
元
）。
県
内
各
地

区
の
行
事
や
文
化
祭
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
の
い
け
ば
な
の
展
示
に

加
え
、
月
に
一
度
研
究
会
を
実
施

し
て
い
る
。
春
・
秋
の
各
流
い
け

ば
な
展
（
山
形
屋
文
化
ホ
ー
ル
）、

山
形
屋
玄
関
花
に
出
瓶
。

一
般
財
団
法
人　

小
原
流
（
お
は

ら
り
ゅ
う
）

　

19
世
紀
末
、
創
流
。
家
元 

小

原
宏
貴
（
第
５
世
）。
代
表
者 

秋

元
智
雄
（
鹿
児
島
支
部
長
）。
年

７
回
研
究
会
を
実
施
、
年
１
回
の

「
花
の
輪
・
人
の
輪
・
み
ん
な
の

花
展
」
を
は
じ
め
、
野
外
展
や
公

共
施
設
へ
の
い
け
こ
み
、
伝
統
文

化
子
供
教
室
、
各
地
区
文
化
祭
へ

の
参
加
や
海
岸
清
掃
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
り
活
動
し
て
い
る
。
春
・

秋
の
各
流
い
け
ば
な
展
（
山
形
屋

文
化
ホ
ー
ル
）、
山
形
屋
玄
関
花

に
出
瓶
。

※
今
回
は
こ
こ
ま
で
、
残
り
13
流

派
、
次
号
以
降
掲
載
予
定
で
す
。

国
民
文
化
祭
が
や
っ
て
く
る　

№
12



　

本
市
で
は
、
第
６
期
（
平
成
27
〜
29
年
度
）
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
平
成
27
年
度
の
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
公
募
し
ま

す
。

【
公
募
期
間
】
６
月
25
日
（
木
）
〜
７
月
24
日
（
金
）

【
内
容
】

　

①
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
（
定
員
29
人
）

　

②
サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
（
定
員
18
人
）

　

※
日
常
生
活
圏
域
（
全
圏
域
）
に
①
又
は
②
い
ず
れ
か
１
カ
所

【
提
出
書
類
】
事
業
計
画
書
・
事
前
協
議
書
（
説
明
会
時
に
配
布
し
ま
す
。）

●
公
募
に
あ
わ
せ
、
事
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
９
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜

【
場
所
】
市
役
所
２
階
２
０
１
会
議
室

（
説
明
会
へ
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
健
康
保
険
課
高
齢
者
支

援
室
介
護
保
険
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

※
な
お
、地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
要
件
に
、「
法
人
で
あ
る
こ
と
」

が
必
須
条
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
申
込
み
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
健
康
保
険
課
高
齢
者
支
援
室
介
護
保
険
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１　

内
線
３
６
２･

３
６
５

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
公
募
し
ま
す

鉄
砲
館
特
別
展
『
戦
後
70
年
展
（
仮
）』

　
　
　
　
　

戦
時
中
の
写
真
の
提
供
の
お
願
い

　

種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
「
鉄
砲
館
」
で
は
、
８
月
１
日
（
土
）
か

ら
31
日
（
月
）
ま
で
『
戦
後
70
年
展
（
仮
）』
を
開
催
し
ま
す
。

　

戦
時
中
の
く
ら
し
や
町
の
様
子
が
わ
か
る
写
真
等
を
お
持
ち
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
提
供
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
写
真
は
、
展
示
期
間
終
了
後
、
ご
返
却
い
た
し

ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
７
月
24
日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
「
鉄
砲
館
」

　

℡
２
３
‐
３
２
１
５　

Fax
２
３
‐
３
２
５
０

　
　

Ks-bunka@
city.nishinoom

ote.lg.jp

　
《
宛
先
》
〒
８
９
１
‐
３
１
０
１　

西
之
表
市
西
之
表
７
５
８
５
番
地

※
郵
送
の
際
は
、
必
ず
ご
連
絡
先
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

疎
開
に
関
す
る
資
料
・
写
真
の
提
供
の
お
願
い

　

市
役
所
で
は
、
戦
後
70
年
を
記
念
し
、
伊
佐
市
と
の
交
流
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
交
流
事
業
の
１
つ
に
伊
佐
市
と
共
同
で
記
念
誌
を
制
作
す
る

計
画
が
あ
り
、
疎
開
に
関
す
る
資
料
・
写
真
な
ど
の
情
報
を
集
め
て
い
ま

す
。

　

疎
開
に
関
す
る
資
料
・
写
真
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
提
供
し
て
頂
け

な
い
で
し
ょ
う
か
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
０
７

消費者ホットラインの電話番号が変わります！

７月 1日（水）から１
ｲ ﾔ ﾔ

８８ へご連絡ください。（旧 0570‐064‐370）

188 へダイヤルし、音声ガイダンスにしたがい操作すると最寄りの消費生活センターに繋がります。
訪問販売や送りつけ商法など困った時は、まずご相談ください！
■問い合わせ先　市役所市民生活課市民相談係（西之表市消費生活センター）　℡ 22‐1111 内線 306



募集種目 応募資格 受付期間 試験日程 試験科目

航空学生
高卒（見込含）

21 歳未満の者

8月 1日（土）

～9月 8日（火）

1次試験：  9  月 23 日

2 次試験：10 月 17 日～ 22 日

3次試験：11 月 19 日～ 12 月 17 日

国・数・英

（地理・歴史・公民・理科）

から 1科目

一般曹候補生
18 歳以上

27 歳未満の者

8月 1日（土）

～9月 8日（火）

1次試験：  9  月 18 日・19 日

2次試験：10 月  8  日～ 14 日

　　　　　※いずれか 1日

国・数・英

作文を含む。

自衛官候補生

（男子）

18 歳以上

27 歳未満の者

年間を通じて

行っています。
受付時にお知らせします。

国・数・社及び作文

口述試験・適性検査・身体検査

自衛官候補生

（女子）

18 歳以上

27 歳未満の者

8月 1日（土）

～9月 8日（火）

 9 月 25 日～ 29 日

※いずれか 1日

国・数・社及び作文

口述試験・適性検査・身体検査

■問い合わせ先
　自衛隊鹿児島地方協力本部
　種子島駐在員事務所
　（種子島合同庁舎内）
　℡ 23‐0299

平成 27 年度自衛官募集のお知らせ

　

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
は
、

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円
！

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ　
　
　

　
　

７
０
０
０
万
と
同
時
発
売
！

【
発
売
期
間
】

　

７
月
８
日（
水
）〜
７
月
31
日（
金
）

【
抽 

選 

日
】
８
月
11
日
（
火
）

【
発
売
場
所
】
全
国
の
宝
く
じ
売
り
場

◎
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

１
等
…
…
５
億
円
×
23
本

　

前
後
賞
各
…
１
億
円
×
46
本

　

２
等
…
…
１
０
０
０
万
×
92
本

　

３
等
…
…
10
万
円
×　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

２
３
０
０
本
ほ
か

※
発
売
総
額
６
９
０
億
円
（
23
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合
）

◎
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

７
０
０
０
万

　

１
等
…
…
７
０
０
０
万
円

　
　
　
　
　

×
１
１
０
本
ほ
か

※
発
売
総
額
３
３
０
億
円
（
11
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合
）

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
＆
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
７
０
０
０
万

【
受
講
対
象
者
】

『
た
け
の
こ
生
産
者
養
成
講
座
』

・
県
内
で
た
け
の
こ
生
産
に
強
い
意
欲
を
も
つ
も
の

・
た
け
の
こ
生
産
に
供
さ
れ
る
竹
林
の
管
理
作
業
を
受
託
し
よ
う
と
す
る

も
の

『
か
ご
し
ま
原
木
し
い
た
け
生
産
者
養
成
講
座
』

・
県
内
で
の
原
木
し
い
た
け
栽
培
の
経
営
に
強
い
意
欲
を
持
つ
も
の

【
定
員
】
各
20
名

【
講
座
日
数
】

『
た
け
の
こ
生
産
者
養
成
講
座
』

　

３
日
間
（
９
月
、
10
月
、
平
成
28
年
２
月
）

『
か
ご
し
ま
原
木
し
い
た
け
生
産
者
養
成
講
座
』

　

６
日
間
（
９
月
〜
平
成
28
年
３
月
）

【
開
催
場
所
】
鹿
児
島
県
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
（
姶
良
市
）

【
申
込
方
法
】
申
込
書
を
熊
毛
支
庁
林
務
水
産
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
役
所
農
林
水
産
課
又
は
熊
毛
支
庁
林
務
水
産
課
に
あ

り
ま
す
。

【
申
込
期
限
】
７
月
30
日
（
木
）
必
着

※
旅
費
等
は
受
講
者
負
担
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
農
林
水
産
課
林
務
水
産
係　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
４
４

『
た
け
の
こ
生
産
者
養
成
講
座
』

『
か
ご
し
ま
原
木
し
い
た
け
生
産
者
養
成
講
座
』

　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
者
募
集
の
お
知
ら
せ



■
「
不
審
な
電
話
や
訪
問
」
に

　
　
　
　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

 「
年
金
情
報
流
出
」
を
口
実
に
し
た

振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の
詐
取
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

年
金
情
報
流
出
事
案
に
関
し
て

　
　
　

次
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
日
本
年
金
機
構
や
年
金
事
務
所
か
ら
お
客

様
に
電
話
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
基
礎
年
金
番
号
の
変
更
に
関
す
る
ご
連
絡

は
、
後
日
、
文
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

・
日
本
年
金
機
構
か
ら
お
客
様
に
お
金
を
要

求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
日
本
年
金
機
構
が
お
客
様
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
お
客
様
の
個
人
情
報
（
家
族
構
成
な
ど
）

を
確
認
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
宅
や
職
場
な
ど
に
日
本
年
金
機
構
や
機

構
の
職
員
を
名
乗
る
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

ら
、
迷
わ
ず
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先
　西之表市地域包括支援センター（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

■問■問 合い合わせわせ先先
　西之表市地域包括支援センター（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

　

こ
の
体
操
は
、
６
種
類
の
運
動
を
ゆ
っ
く
り
と
行
い
ま
す
。
続
け
る
こ
と
で
、

立
ち
座
り
や
歩
行
な
ど
が
ら
く
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
地
域
サ
ロ
ン
（
元
気

ク
ラ
ブ
）
を
中
心
に
実
施
し
て
い
ま
す
。（
週
２
回
程
度
行
い
ま
し
ょ
う
。）

た
お
れ
ん
か
ら
だ
体
操
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
離
婚
時
の
年
金
分
割
に
つ
い
て

　

〜
離
婚
後
２
年
以
内
に
請
求
手
続
き

　
　
　
　
　
　
　
　

を
お
願
い
し
ま
す
〜

●
「
離
婚
分
割
」
と
は

　

離
婚
等
を
し
た
際
に
厚
生
年
金
保
険
の

保
険
料
納
付
記
録
を
当
事
者
間
で
分
割
す

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

●
「
合
意
分
割
制
度
」
と
「
３
号
分
割
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　
「
離
婚
分
割
」
を
す
る
際
は
、
年
金
事
務

所
等
に
て
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
が
、

手
続
き
は
、
原
則
と
し
て
離
婚
後
２
年
を

過
ぎ
る
と
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　
　

ま
ず
は
、
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

肩の運動（前）
・物を持ち上げる
動作に役立ちます。

肩の運動（横）
・起き上がる、物を
もつときなどに役
立ちます。

太もも・お尻の運動
・立ち座りの動作に
役立ちます。

太ももの運動（前）
・膝の痛みの予防や
改善に役立ちます。

お尻の運動（後ろ）
・歩く、立つなどの
動作に役立ちます。

お尻の運動（横）
・歩く、立つなどの
動作に役立ちます。

専
用
電
話
窓
口
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

０
１
２
０
‐
８
１
８
２
１
１

警
察
相
談
専
用
電
話　

♯
９
１
１
０

又
は
種
子
島
警
察
署

　
　
（
２
２
‐
０
１
１
０
）
ま
で



　

Ｈ-

Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
５
号
機
に
よ

る
、宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ

う
の
と
り
」
５
号
機
（
Ｈ
Ｔ
Ｖ
５
）

の
打
上
げ
予
定
日
が
決
ま
り
ま
し

た
。

■
打
上
げ
予
定
日

　

８
月
16
日
（
日
）

■
打
上
げ
予
定
時
刻

　
　

午
後
10
時
１
分
頃
（
※
）

■
打
上
げ
予
備
期
間

　

８
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
９
月
30
日
（
水
）

※
最
新
の
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
軌
道
に
よ
り
決
定
す
る
。

Ｈ-

Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
５
号
機

　
　
　
　
　

打
上
げ
日
決
定
！

西之表消防署よりお知らせ　
■問い合わせ先　西之表消防署　℡ 22‐0119

　

家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
室
温
や
湿
度
が
高
い
た
め
に
、
熱

中
症
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

熱
中
症
に
気
を
付
け
よ
う
！

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

●　

部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
！
（
普
段
過
ご
す
部
屋
に
は

温
度
計
を
置
き
ま
し
ょ
う
。）

●　

室
温
28
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

●　

の
ど
が
渇
い
た
と
感
じ
た
ら
必
ず
水
分
補
給
！

●　

の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
！

●　

外
出
の
際
は
体
を
し
め
つ
け
な
い
涼
し
い
服
装
で
、日
よ
け
対
策
も
！

●　

無
理
を
せ
ず
、
適
度
に
休
憩
を
！

●　

日
頃
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
体
力
づ
く
り
を
！

こ
ん
な
時
は
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う

●　

自
分
で
水
が
飲
め
な
か
っ
た
り
、
脱
力
感
や
倦
怠
感
が
強
く
、
動
け

な
い
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

●　

意
識
が
な
い
（
お
か
し
い
）、
全
身
の
け
い
れ
ん
が
あ
る
な
ど
の
症

状
を
発
見
さ
れ
た
方
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
の
応
急
手
当

●　

涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣
服
を
緩
め
、
安
静
に
寝
か
せ
る
。

●　

エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
。
扇
風
機
、
う
ち
わ
等
で
風
を
当
て
、
体
を
冷

や
す
。

●　

飲
め
る
よ
う
で
あ
れ
ば
水
分
を
少
し
ず
つ
頻
繁
に
取
ら
せ
る
。

脇
の
下
、
太
も
も
の
つ
け
ね
な
ど
を
冷
や
す
。

　

詳
細
は
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
《http://w

w
w
.fdm
a.go.jp/

》

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
こ
う
の
と
り
」
は
、
無
人
の
宇
宙

船
で
、国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ

Ｓ
Ｓ
）
に
色
々
な
物
資
を
送
り
届
け

る
役
割
を
し
ま
す
。
荷
物
が
全
て
運

び
込
ま
れ
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
で
必
要
の
な
く

な
っ
た
実
験
機
器
や
使
用
後
の
衣
類

な
ど
が
積
み
込
ま
れ
た
後
、
大
気
圏

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機

　
　
　
　
「
こ
う
の
と
り
」
っ
て
？

　

７
月
・
８
月
の
宇
宙
科
学
技
術
館
、

開
館
時
間
は
左
記
の
通
り
と
な
り
ま

す
。

■
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
17
時
30
分

■
休
館
日

　

８
月
は
原
則
無
休
（
通
常
は
毎
週

月
曜
日
が
休
館
日
）。
た
だ
し
、
ロ

ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
な
ど
で
休
館
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

宇
宙
科
学
技
術
館
の

　
　

開
館
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

今
年
の
７
月
下
旬
か
ら
、
油
井
亀
美

也
宇
宙
飛
行
士
が
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
で
長
期
滞
在
予

定
で
す
。
油
井
宇
宙
飛
行
士
は
、
第

44
次
／
45
次
長
期
滞
在
ク
ル
ー
の
フ

ラ
イ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
宇
宙
環

境
を
利
用
し
た
科
学
実
験
や
Ｉ
Ｓ
Ｓ

の
運
用
を
行
い
ま
す
。

油
井
亀
美
也
宇
宙
飛
行
士

　
　
　
　
　
　
　

７
月
に
宇
宙
へ

に
再
突
入
し
て
燃
や
さ
れ
ま
す
。



（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

池
浪　

三
重
子
池
田

池
浪　

ハ
ル

松
下　

豊
一

深
川

松
下　

ハ
ツ
子

橋
野　

克
敏

下
能
野

大
里　

滿

寺
野　

勇

下
石
寺

寺
野　

時
雄

長
瀬　

博
子

塰
泊

長
瀬　

達
郎

能
野　

テ
ル
ヨ
上
能
野

能
野　

惣
助

田
上　

義
治

深
川

田
上　

チ
ヱ

中
村　

重
昭

西
町

中
村　

ア
ヤ

森　

テ
ミ
子

上
之
原
町
森　

一
馬

（
出
生
児
）
（
性
別
）

（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

荒
河　

結ゆ

な奈

女

陽
介

幸
恵

国
上
中
目

中
村　

咲さ

わ笑

女

翔
太

智
美

川
迎

荒
木　

岳が
く

男

浩
幸

千
里

野
首

鮫
島　

怜れ
い

男

誠
児

綾
夏

城

長
野　

陸り
く
と斗

男

竜
二

紗
樹

上
石
寺

益
田　

夏か

ほ帆

女

知
晃

美
香

松
畠

長
野　

光こ
う
の
す
け

之
介

男

慎
太
郎
奈
々
恵
松
畠

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3805 4288 8093 3973
上西 253 285 538 287
下西 1077 1242 2319 1168
国上 579 637 1216 617
伊関 201 215 416 207
安納 206 219 425 225
現和 663 675 1338 680
安城 151 168 319 175
立山 59 53 112 58
中割 52 52 104 62
古田 202 235 437 209
住吉 433 513 946 526

［火　災］
 出火件数　 0 件
 うち建物　 0 件
［救　急］
 出動件数　58件
 うち急病　34件

発生件数　  7 件
死 者　  0 人
負 傷 者　  7 人

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご

寄
付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た

め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［人口］
全体 16,263 人（－     3）
男性   7,681 人（＋     1）
女性   8,582 人（－     4）

［世帯数］
世帯（＋     4）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

大
迫　

シ
ゲ
子

80

湊

福
元　

春
雄

95

榕
城
中
目

添
谷　

正
男

85

野
首

能
野　

生

61

上
能
野

榎
元　

キ
ミ
ヱ

98

野
首

栗
田　

親
雄

68

埼
玉
県

深
田　

ヱ
チ
子

79

浜
之
町

八
代　

祐
光

86

鞍
勇

上
村　

キ
ワ

85

桜
園

梶
𠩤　

満
雄

82

野
首

赤
木　

シ
マ

93

庄
司
浦

（
氏
名
）　 　
　
（
住
所
）

八
汐　

良
太
郎　
　

中
種
子
町

　
　

＆

栗
山　

明
日
香　
　

浅
川

山　

幸
男　
　
　
　

芦
野

　
　

＆

森　

博
子　
　
　
　

与
論
町

大
田　

尚
人　
　
　

田
之
脇

　
　

＆

西
田　

か
お
り　
　

鹿
児
島
市

（
氏
名
）　 　
　
（
住
所
）

加
藤　

良
祐　
　
　

上
石
寺

　
　

＆

中
園　

紫
帆　
　
　

下
郷

熊
野
谷　

勇
樹　
　

中
野

　
　

＆

宮
園　

い
ず
み　
　

池
野

井
上　

大
介　
　
　

上
之
原
町

　
　

＆

野
邊　

瑞
希　
　
　

上
之
原
町

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

上
妻　

チ
ズ
エ

87

安
城
上
之
町

羽
嶋　

玲
子

84

里
之
町

村
山　

正
太
郎

97

高
山

羽
生　

伊
三
次

77

武
部



春
を
待
つ
梅
桜
咲
き
競
演
の
次
に
ぎ
わ
す
は
ポ
ピ
ー
と
花
菖し

ょ
う
ぶ蒲

は
な
一
輪
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
気
遣づ

か

い
で
小
さ
な
春
が
大
き
な
幸
せ

野
の
花
も
名
に
呼
ば
る
れ
ば
主
張
す
る
輝
き
見
せ
て
鉄
砲
百
合
は

セ
ニ
ア
カ
ー
ゲ
ー
ト
仲
間
の
弾
む
声
負
け
じ
と
走
る
空
飛
ぶ
ご
と
く

青
海
苔
に
石つ

蕗わ

が
義あ

ね姉
よ
り
届
き
た
る
島
の
香
り
を
感
謝
し
頂
く

病
院
の
待
合
室
に
て
め
ぐ
り
会
う
迫
田
の
君
は
亡つ

ま夫
の
盟
友

朝
日
降
る
玄
関
先
に
宿
る
蜘
蛛
長
き
環
節
露
に
光
れ
り

出
で
き
た
る
蘖

ひ
こ
ば
え

育
ち
て
そ
れ
ぞ
れ
に
牡
丹
咲
く
と
は
夢
思
わ
ざ
り

縫
い
終
え
て
身
に
も
つ
け
た
り
た
た
ん
だ
り
仕
上
げ
し
喜
び
心
お
ど
り
て

巣
立
ち
ゆ
く
郷
里
を
後
に
す
若
者
の
後
ろ
姿
に
孫
の
重
な
る

く
り
返
し
私
の
歌
う
「
ぞ
う
さ
ん
」
に
溶
け
ゆ
く
ご
と
く
孫
寝
入
り
た
り

満
天
の
空
に
ひ
と
き
わ
光
る
星
田
舎
ぐ
ら
し
の
し
あ
わ
せ
の
と
き

脳
梗
塞
の
食
事
制
限
の
も
の
欲
し
き
と
び
魚
塩
辛
が
頭
を
よ
ぎ
る

青
空
を
背
に
し
て
山
は
い
ろ
ど
り
て
萌
え
る
若
葉
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
な
り

い
つ
し
か
に
延
び
し
日
脚
は
道
の
べ
の
犬
ふ
ぐ
り
の
花
夕
陽
を
反
す

初
夏
の
青
空
見
上
げ
風
を
受
く

大
阪
府
吹
田
市
・
石
橋　

卓
夫

上
石
寺
・
石
村　

弘
子

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

国
上
中
目
・
榎
本　

孝

鹿
児
島
市
・
大
山
貴
美
子

天
神
町
・
河
東
ヨ
シ
子

洲
之
崎
・
後
庵　

キ
ク

国
上
中
目
・
笹
河　

道
子

わ
ら
び
苑
・
鮫
島
ス
ミ
エ

中
西
・
髙
重　

孝
子

小
牧
・
田
上　

那
枝

住
吉
中
之
町
・
中
畠　

茜

榕
城
中
目
・
宮
園
ム
ツ
エ

本
立
・
吉
永　

正

本
立
・
吉
永
タ
ツ
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
み
つ
こ

区　分 島内産 島外産
入荷量 24 トン 22 トン
46 トン （52％） （48％）
取引額 691 万円 464 万円
1,155 万円 （60％） （40％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 3,006 1,160 3,951 487
葉 茎 菜 類 3,413 538 5,551 955
果 菜 類 4,660 1,330 3,724 1,087
そ の 他 11,971 2,740 2,566 765
小 計 23,050 5,768 15,792 3,294

果
物
類

かんきつ類 0 0 1,076 112
果 瓜 類 133 33 426 105
そ の 他 727 268 3,740 734
小 計 860 301 5,242 951

鳥卵・加工品等 156 85 1,164 392

花　類
29,902

751
0

0
本 本

青
果
状
況
【
5
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
７
月
の
休
み
》
５
日
・
８
日
・
12
日
・
15
日
・
19
日
・  　

　
　
　
　
　

  

20
日
・
26
日
・
29
日

今
月
の
表
紙
は
、
古
田
小
学
校
の
『
寄
席
』
の
様
子
。
一

生
懸
命
が
ん
ば
る
様
子
が
微
笑
ま
し
か
っ
た
で
す
。

　

初
め
て
落
語
を
生
で
聴
き
ま
し
た
。
プ
ロ
っ
て
す
ご
い
で

す
ね
。
取
材
の
は
ず
が
、
つ
い
つ
い
聴
き
入
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

７
月
は
お
祭
り
シ
ー
ズ
ン
。
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
な
ど
イ
ベ
ン

ト
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
ろ
そ
ろ
長
雨
に
も
飽
き
て
き
ま
し
た
ね
。
か
ら
っ
と
晴

れ
た
夏
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。・
・
・
暑
い
の
も
苦
手
で
す

が
・
・
・
。（
俊
）



私がトレーニングを
基本から教えます。

試合の出場は希望者
のみ

月謝 ( 男性 4千円、女性 /学生 3千円、キッズ 2千円 )
練習場所：旧榕城中学校武道館(西之表市役所裏)見学歓迎
練習日時：月水金 午後7:00～午後9:30（始まり／帰りの時間 各人自由)
連絡先：080-1723-4405(鮫島)

キックボクシング 始めませんか。

パンチやキックって、やってみると、結
構楽しくて良い運動にになりますよ！
（練習歴 6カ月 女性）

ダイエット、体力作り、もちろん、強くなりたい！

キックボクシングジム種子島
　　　　　　　　　　会長　鮫島 力
　(2013 年プロキックボクシング新人王 )

体験歓迎
無料

PET/CTカメラ

PET/CT 画像

西之表市の皆さんへ    PET（ペット）によるがんドックが受けやすくなります

ＰＥＴはがんの全身検査です　この機会に一度がんドックを受けてみませんか

厚地記念クリニック（鹿児島市照国町12-1）ではがんドック受診にあたり、離島の皆さんの負担軽減
を目的に、受診料の特別割引を実施します。
◎ 割引料32,800円  （団体割引20,000円＋高速船往復料金12,800円相当）
　　　　　　 　　　 （更に西之表市国保加入の方は助成25,000円が適用されます）
◎ 対象　西之表市民の皆さん　　　◎期間　２年間 （H27年４月１日～H29年３月31日）

問合せ・申込：国保の方　　　西之表市　国民健康保険係　Tel　0997-22-1111
　　　　　　国保の以外方　厚地記念クリニック　　      Tel　099-226-8871

受診コース・料金 通常料金 国保以外の方の料金 国保の方の料金

PETドックコース 12万円 　　      87,200円 　助成後　62,200円

PET/CTドックコース 14万円 　　    107,200円 　助成後　82,200円
※国保の方の助成は西之表市の規定によります、後期高齢者の方は該当しません。

ドコモショップ種子島店

詳しくはドコモショップ種子島店
（0120-549-200または0997-23-3600）へお電話ください。
（受付時間【店舗営業時間内】（平日・土日祝）10:00～19:00）

経験者はもちろん、未経験者も大歓迎です!
「ちょっと話しだけでも聞きたい…。」ということでも
大丈夫です! お気軽にお問合せください。

免許の取得については お気軽にお問い合わせ下さい

ＡＴ 260,000円 ＭＴ 290,000円

①教習延長時のチケット代半額
　　（通常5,400円→2,700円）
②検定料金サービス
　　（技能検定料金は卒業まで不要）
③フリータイム料金サービス
　　（夜間・日祝日も教習を行います）

期間:7月20日（月）～9月30日（水） ※広告内の金額はすべて税込です

種子島自動車学校 TEL0997-22-1600

夏休みはふるさとで免許を取ろう
ふるさとプラン ２０１５ふるさとプラン ２０１５ふるさとプラン ２０１５

入
校
特
典


